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なったために、筆者たちのような若年世代にとってはそれを弾くことが当たり前となってしまっているよう
な部分は否定できず、その意識を問われる時代を迎えていることが研究の課程で浮き彫りとなった。 
洒落弾きが、本来筆者たちのような年代で弾かせてもらえるような簡単なものではなかったという事実
は、今となっては遠い昔の事となり、自ら進んで興味を持たなければ、日常の中で知り得ることはほぼ無い
に等しいといえる。そのような中で埋もれていった事例がどれほどあるであろうか。口頭伝承が基本となっ
ているこの分野において、目に見える形を残すという作業は、そういった意味において非常に重要であると
筆者は考えている。検校時代から現代までの間で、洒落弾きの地位がこれほど変化してきたように、今の洒
落弾きの価値も、数十年後・数百年後には更に変わってしまっている可能性も決して否定はできない。そう
考えた時、今知り得ること、現在における洒落弾きの価値をここに記録しておくことが、後になって意味を
見出すものとなることを期待している。 
洒落弾きは、筆者たちのような若年世代にも弾かせてもらえる時代になったとはいえ、決してこれを安易
に扱うべきではない。何より大切なことは、それを弾かせてもらえる筆者たち自身が、常にその意識を忘れ
ることなく洒落弾きに向かうことであり、それこそが、時代とともに変わりゆく洒落弾きの「価値」を守る
ことに繋がると結論付けた。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 この論文は、山田流箏曲独特の主旋律に対して即興的に演奏する、いわゆる「洒落弾き」についての研究
で、洒落弾きを施すことによってその曲を更に華やかにしたり、コンダクターの代わりをしたりと、主にな
る演奏家の力量を問われる奏法で、特に今回の研究は、その前者の曲を華やかにする奏法の研究論文である。 
 三年間の集大成にあたる今回は、その中でも秘曲とされる「新ざらし」で原曲となる「さらし」に即興的
に洒落弾きを弾き又、独奏を入れる大変困難な曲で、論文とされるのも始めての事と思われる。昔は、限ら
れた者しか演奏をする事ができない『秘曲』と言われた曲で、大学での研究は大変画期的な事と思われる。
今後の若い演奏家に対しても、貴重且つ意義深い研究である事を認める。又、演奏も大変レベルの高いもの
であった。 
 以上の事から、優れた成果と認め合格とした。 
 
